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1. 証明：{0, 1, 2, . . .}Lが凸集合でないことを証明するには、
なんらかの２点 x,y ∈ {0, 1, 2, . . .}Lと α ∈ [0, 1]が存在して αx + (1 − α)yが {0, 1, 2, . . .}Lに入
らないことさえ言えばよい。

例えば「隣接」する２点 (0, 0, . . . , 0)と (1, 0, . . . , 0)を考え、どんな α ̸= 0, 1でもよいので一つと
ると、αx+ (1− α)y = (1− α, 0, . . . , 0)であるが、αは 0でも 1でもないので、1− αは整数では
ない。したがって、αx+ (1− α)yは {0, 1, 2, . . .}Lに入らない。

2. (a) 証明：Aさんの限界代替率を xA = (2, 1)で評価すると
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Bさんの限界代替率を xB = (4, 3)で評価すると
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であるから一致しない。

(b) 証明：(a)より、Bさんの無差別曲線は xにおいて x1 + 2x2 = 4というXAの「縁」に接し
ている。
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したがって、実現可能な範囲で xから配分を変化させると必ず Bさんの効用が下がるので x
は効率的である。
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